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研究成果の概要（和文）： 

聞こえない者のアイデンティティ発達における心理臨床的支援開発を目的に、聞こえない者 

をもつ、聞こえる母親への面接調査、聞こえない者のグループの参与観察、関係者への面接調 

査を実施した。海外における，海外における、聞こえない者や、聞こえる家族への心理的支援 

の実践把握調査を行った。結果として、子どもの聴力などによって異なる家族（主に母親）の 

心理状態と心理臨床的支援のニーズの内容を明らかにすることができた。 

研究成果の概要（英文）： 
In this study we investigated the psychological condition and needs of psychological 

support with deaf people and hearing mothers who have hearing-disabled children for 

psychological support with Deaf identity development. The methods were semi-structured 

interviews and fieldwork. As a results, investigation revealed that (1) concrete content 

of psychological condition and the needs of psychological support, (2) psychological 

condition and needs of psychological support of mothers are different by the hearing 

ability of the children. 

交付決定額 

（金額単位：円） 

直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,240,000 372,000 1,612,000 

2011 年度 1,140,000 342,000 1,482,000 

年度 

年度 

年度 

総 計 2,380,000 714,000 3,094,000 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 

キーワード：聞こえない者／聞こえる家族／アイデンティティ発達／心理臨床的支援／システ 

ム／半構造化面接／参与観察／アセスメント／ 

１．研究開始当初の背景 
「聞こえない・聞こえにくい」（以下、「聞 

こえない」とする）者にとって、聞こえる者 
との相互交渉は、「烙印」と「非受容」、「コ 

ミュニケーションの困難さ」によって特徴付 
けられる。すなわち、聴者とのコミュニケー 
ションは、聞こえない者に「聞くことー話す 
こと」から緊張を生じさせるとともに、その 
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処理の方略が一層の緊張と困惑を引き起こ 
すこととなる（Higgins, 1980）。従来語られ 
てきた、聞こえない者が社会的心理的に自立 
するというイメージは、「限りなく聞こえる 
人に近づくこと」であった。したがって、「話 
せない」「音声によるコミュニケーションが 
できない」 ことは、 ネガティブな自己の肥大、 
対人関係形成の困難などが引き起こし、聞こ 
えにくい者のアイデンティティ発達におい 
て、「主体の感覚」をもって生きることが困 
難であった（坂田,1990；岩田,2002etc）。 

このような状況を打開するため、聞こえな 
いい者の社会的心理的自立に向けて、聞こえ 
ない本人がありのままの自分でいられるよ 
う、主体の感覚を確立できる「アイデンティ 
ティ発達支援」が試みられるようになった。 

中でも、聞こえない青年への集団精神療法 
（心理臨床的支援のひとつ）を実施する過程 
において、メンバーが経験を語り合うことが、 
主体の感覚を確立させることとなることが 
報告された(Ｈernandez,1999)。 我が 
国においては、河﨑（1996etc）によって、 
聞こえない者への心理臨床的支援の取組み 
が始まったものの、個人へのアプローチによ 
るものがほとんどであった。このため、甲斐 
（2004）は、ろう学校高等部生徒を対象とし 
た、教育現場で実施可能なグループアプロー 
チを試みたが、結果的に対象者に大きな変化 
が生じなかった。その理由としては、人は家 
族、学校、友達など、さまざまな集団に身を 
置くことによって、言語やルール、文化を共 
有し、それらを自分の中に取り入れながら、 
自分を形成していくが、こうした体験は「こ 
とば」、「語り」によってまとまりが与えられ 
る。しかしながら、聞こえる親をもつ聞こえ 
ない者においては、家族との関わりの中で 
｢語る｣といった体験が乳幼児から現在まで 
の間で形成されなかったことによるものと 
考えられる。 

このような状況におかれた聞こえない者 
に対しては、アイデンティティ発達や家族と 
の関係の様相に応じた心理臨床的支援を行 
うことが不可欠であるが、聞こえない者のア 
イデンティティ発達と聞こえる家族との関 
係の様相を的確にアセスメントする手段は、 
未だ確立されていない。 

聞こえない者をもつ親の9割以上は聞こえ 
る者であり、「聞こえない世界」は身近なも 
のではないことから、「聞こえない」ことに 
対して否定的な態度を示すこととなる。聞こ 
えない者は、成長するにつれて、聞こえる親 
と違う聞こえない自分を自覚し、「聞こえる 
親みたいにはなれない」と苦しむなど聞こえ 
る親と聞こえない者の間に、コミュニケーシ 
ョンの疎通がうまくいかないことが多い。こ 
のことが、聞こえない者のアイデンティティ 
発達を歪めることに繋がると予想されるこ 

とから、聞こえる家族の状態に応じた心理臨 
床的支援を行うことが必要である。 

２．研究の目的 
聞こえない・もしくは聞こえにくい （以下、 

「聞こえない」 とする） 子ども・大人 （以下、 
「者」とする）達の心理臨床的支援を、アイ 
デンティティ発達の視点からみた心理臨床 
的支援システムに構築することが不可欠で 
ある。システム構築に向けて、①聞こえない 
者のアイデンティティ発達と聞こえる家族 
関係の様相、②聞こえない者をもつ、聞こえ 
る家族の心理状態の評価、③並びにこれらの 
観点に立った心理臨床的支援に関するニー 
ズの把握、の調査を行い、①、②、③をもと 
に、聞こえない者、聞こえる家族の支援・教 
育に携わる人達が実践できる、聞こえない者 
や聞こえる家族に対する心理臨床的支援方 
法を開発する。それによって、聞こえない者 
が健全なアイデンティティを発達させ、社会 
的心理的に自立を成し遂げられるようにす 
ることが本研究の目的である。 

３．研究の方法 
（１）先行研究のレビュー・実践の情報収集 
及び分析と課題の整理： 
先行研究のレビューや国外における実践 

に関する情報収集を行う。また、これまで指 
摘されてきた聞こえないい者や聞こえる家 
族に対する心理臨床的支援に関する課題を 
整理する。 
（２）聞こえない者のアイデンティティ発達 
過程,発達が困難な要因及び聞こえない者を 
もつ家族や関係者などが抱える問題やニー 
ズの分析： 
①聞こえない者をもつ聞こえる家族を対 

象として、半構造化面接や質問紙調査を行う。 
当該調査の結果に基づき、聞こえる家族の心 
理的状態を把握する評価作成、心理臨床的支 
援に関するニーズを抽出する。 
②聞こえない者を対象として、 参与観察調査 

を行い、聞こえない者のアイデンティティ発 

達と聞こえる家族の関係の様相を把握するた 

めの評価を作成する。 
③聞こえない者をもつ家族や彼等への支 

援・教育に携わる人達（ろう学校教員,難聴 
児通園施設・聴覚障害者支援施設職員など） 
への半構造化面接を行う。 

４．研究成果 
（１）平成 22 年 11 月 1 日から 11 日にかけ 
て，聞こえない者や聞こえる家族への心理臨 
床的支援の取り組みを展開させている英国 
に渡英し、情報収集・聞き取り・視察を行っ 
た．視察は，国（Mental Health NHS Trust） 
が提供しているThe National Deaf Children, 
Young People and Family Services（National



Deaf CAMHS） があるLondon(South West London 
and ST George’s NHS Trust Corner House, 
Spring Field Hospital) お よ び 
Cambridge(Heron Court, Ida Darwin 
Hospital) 、The National Deaf Children’s 
Society (NDCS)などであった。 

関係者からの話では、英国政府では、聞こ 
えないことを社会・文化的視点からとらえ、 
手話を固有の言語として認識し、支援促進す 
るための予算を組み込んでいた。Primary 
care trust サービスも行っており、地域に 
配分して、補助サービスを提供していた。 

① London(South West London and ST 
George’s NHS Trust, Corner House, Spring 
Field Hospital)では、家族と精神科医、手 
話通訳者、臨床心理士、コミュニケーション 
ワーカー、メンタルヘルスワーカーなどが参 
加して話し合うという、家族中心の支援を行 
っていた。 

② cambridge(Heron Court,Ida Darwin 
Hospital)では，さまざまなスタッフが，親 
と子がコミュニケーション（情緒的交流）が 
できるように支援していた。 

③NDCS は，家族支援に焦点をおいており、 
Family-Friendly Hearing Service(FFHS)と 
いうサービスが設定され、家族がストレスに 
晒されることなくリラックスした状況で支 
援を継続して受けられるようにする、実際に 
保護者が Deaf community と関わる機会を設 
定し、子どもの発達の可能性，子育て全般に 
ついての見通しをもつためのガイダンス（心 
理臨床的支援の一つとしてのガイダンス）を 
提供していることが分かった。 

④支援する担当者も聞こえない、聞こえに 
くいことを肯定的に捉えるためのトレーニ 
ング（聞こえないことを医学的モデルでみる 
のではなく， 社会的・文化的モデルで捉える） 
を受けることを必要としていることが分か 
った。 

⑤ Mental Health NHS Trust である The 
National Deaf Children, Young People and 
Family Services では、 ，聞こえる家族を支援 
するための DVD を制作していた。また、聞こ 
えにくい子と聴者の家族との関係をアセス 
メントするツールに関する情報を入手する 
ことができた。これは我が国でも活用できる 
ものであると考えられ、我が国で実施できる 
支援方法内容の構想が示唆された。 

①から⑤を通じて、英国における心理臨床 
的支援の実態の一部を把握することができ 
た。

平成２３年11月に、グローバルCOE「生存学 

」創成拠点 国際プログラム（2011年11月） 

にて、「韓国の聴覚障害教育関係者にインタビ 

ューし、韓国の実情など把握を行った。 

（２） 

①平成22年8月から、聞こえない者（高校生、 

成人）をもつ母親を対象として半構造化面接 

を実施した。対象者は、関東地区の難聴児を 

もつ親の会、関東地区・関西地区の情報提供 

施設および個人ルートから紹介を得た11名で 

あった。各々に対して各１～３時間程度（平 

均２時間）、 半構造化面接による調査であった 

。具体的面接の前に、性別・年齢・家族工税 

などの事実確認のために、フェイスシートに 

記入してもらい、子どもが生まれてから現在 

までの生活の経過について自由に語ってもら 

った。調査対象者の話が滞った場合は，必要 

に応じて質問した。そして、母親の語りを質 

的分析（オープンコーディング法）した。 

結果として、８つの大カテゴリーが生成さ 

れた。 

（a） 我が子が聞こえないと分かった前後の母 

親の心理状態 

（b）我が子の発達段階ごとに変化する「聞こ 

えない」ことと「聞こえる」ことに対する感 

情

（c） 茶の間で孤独だった我が子に対する心情 

（d） 聞こえない子と聞こえるきょうだいとの 

関係についての心理状態 

（e） 聞こえない子と聞こえる父親との関係に 

ついての心理状態 

（f） 同じ悩みを持つ母親同士のつながりを通 

しての自己への回帰 

（g）教育・医療現場に対する心情 

（h）望ましい心理臨床的支援の姿 

（a）では、我が子が聞こえないと分かった 

母親の多くは子どもが生まれる以前に｢聞こ 

えない｣ことに直面したこともなく、また「聞 

こえない」事に関しての知識も持ち合わせて 

いないため、不安に陥りやすく、子どもの発 

達の見通しをどのようにたてることができな 

い状況がみられた。 

（b）、（c）では、母親は聞こえない子の発 

達段階ごとに、「聞こえない」ことに対して、 

肯定的な感情と否定的な感情が交互に発生し 

、同時に「聞こえる」ことに対する肯定的な 

感情と否定的な感情が交互に発生していた例 

が多く存在した。こうした感情の時間的変化 

はいわば、二重らせん構造にあったことが考 

えられたの様相を呈していた。そのことが、 

母親と子どもとの関係を難しくさせているこ 

とが推察され，子どもの発達段階ごとに、母 

親に対しての支援を段階的に提供することが 

課題としてなっていた。 

（d）、（e）では、母親が聞こえない子ども 

と周りの家族との関係についても悩んでおり 

、聞こえない子と周りの家族との関係が、母 

親と子どもとの関係にも影響があることが推



察された。 

（f）、（g）、（h）は母親がこれまで関わって 

きた人たちに対する思いである。 

⑧から、母親が望む支援の具体化の必要性 

が課題として抽出された。 

これらの母親の心情から，聞こえない者を 

子どもにもつ母親に心理臨床的支援ニーズが 

存在することが示唆された。 

以上から、（a）母親は聞こえない子の発達 

段階ごとに、「聞こえない」ことに対して、肯 

定的な感情と否定的な感情が交互に発生し、 

同時に「聞こえる」ことに対する肯定的な感 

情と否定的な感情が交互に発生し、それが、 

子どもと母親との関係を難しくさせること、 

（b） 母親に対して子どもの発達段階に応じた 

段階的な支援が必要ということ、（c）８つの 

大カテゴリーが、母親の心理状態の評価項目 

と心理臨床的支援ニーズの評価項目、 、 聞こえ 

ない者のアイデンティティ発達と聞こえる家 

族との関係の様相を把握する評価項目として 

活用できる可能性、が仮説として考えられた 

。 
次に、聴力が 90dB 以下の子どもをもつ母 

親グループと、 90dB 以上の子どもをもつ母親 
グループに分けて、母親の語りそのものを質 
的に分析した。結果の一部を Table１に示し 
た。 

Table1 それぞれの母親の語り 

聴力が90dB以下の子どもをもつ母親の【茶 

の間で孤独だった我が子に対する心情】から 

、軽・中等度難聴は三者以上の会話になると 

発話者の特定がむずかしくなり、複数の発話 

の重なりにほとんど対処できなくなることを 

家族が認識もしくは理解していない可能性が 

考えられた。また、【手話について】から、手 

話を自分の子どもとのコミュニケーションに 

活かそうという感覚がないことも考えられた 

。その一方、【望ましい心理臨床的支援の姿 

】では、「聞こえにくい」という特性のため 

家族が支援を受けられないという悩みから、 

個別心理カウンセリングやピアカウンセリン 

グを求めていることが考えられた。聴力が 

90dB以上の子どもをもつ母親たちの【手話に 

ついて】では手話が覚えられないという悩み 

が出され, 【茶の前で孤独だった我が子に対す 

る心情】として、寂しい思いを子どもにさせ 

たという気持ちが出ていたことが考えられた 

。 

そのため、それぞれの発達段階に応じたコ 

ミュニケーションや対応方法についての情報 

提供による支援を求めていることが考えられ 

た。

それらの結果をもとに質問紙項目を抽出し、 

質問紙を作成した。近畿地区の難聴児親の会 

の協力を得て質問紙を配布回収した。 

②平成 22 年 7 月から、聞こえない当事者 
が５～10 名参加するグループワーク活動を 
対象し、2 か月に１回程度行われているグル 
ープワーク活動を参与観察した。また、関東 
や関西でのろう学校乳幼児教育相談の公開 
授業（母子同席の授業）のフィールドワーク 
を実施した。 
得られたエピソードを KJ 法でを参与観察 

分析した。これまで分析を実施したデータか 
らは、聞こえない者の聞こえないもののアイ 
デンティティ発達と聞こえる家族の関係の 
特徴として、（a）一番身近である家族が「聞 
こえない」ことについて理解がない→自分は 
「聞こえない」人なのか「聞こえる」人なの 
か、足元がぐらつく感覚がある、 （b）「たわ 
いない」 話の輪に入れないことの困難さ、 （c） 
一番分かってもらいたい人たち（家族のこと 
を意味している）に、伝えたいことが伝わら 
ないときの感情コントロールの難しさ、 （d） 
小学・中学・高校のとき家族に情緒的交流を 
求めていたのにかなわなかったが、成人（２ 
０，３０代になった）した現在、家族が情緒 
的交流につとめようとしている姿に矛盾と 
苛立ちを感じる、ことが明らかになった。 

③平成24年2月、3月に聞こえない児童生徒 

の支援に関わる支援者（関東地区の児童関連 

施設、九州地区の特別支援学校）2名にインタ 

ビュー調査を実施した。 

（１）から（２）の調査の結果、得られた 

研究成果を支援現場にフィールドバックする 

ために、手話通訳者や聴覚障害児関連施設職 

員などで構成された手話で語る心理臨床研究 

会や、聴覚障害／ろう（聾）者の言語・文化 

・教育を考える研究会を立ち上げ、慶應義塾 

大学松岡和美教授をお招きし、「手話言語学 

入門： 手話の文法・手話失語・ろう児の言語 

獲得」というテーマで専門的知識の提供をし 

ていただき、知見を深めることができた。 

研究の成果や知見などを以下のホームペー



ジを作成して、情報発信している。 
主に、 
http://www.arsvi.com/d/h02.htm 
http://www.arsvi.com/d/h02rouid.htm 
http://www.arsvi.com/o/deaf01.htm 
http://www.arsvi.com/d/iced2010.htm 
http://www.arsvi.com/d/h02coda.htm 
などである。 
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